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ＩＣＴ活用最前線
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女性にも働きやすい環境づくり
現場代理人　向敷　純氏
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ＩＣＴバックホウによる切土・盛土法面整形

　本工事は、函館市から江差町に至る函館江差自動車道
のうち北斗茂辺地ＩＣ～木古内ＩＣ（仮称）間の茂辺地
木古内道路（延長㎞）の建設に伴い、木古内町内で延
長．㎞の道路改良工事を行っています。
　現場では、着工前や出来形測定にレーザースキャナー
（ＬＳ）やＴＳトラッキングＵＡＳ（ＴＳ追尾型ＵＡＶ）
を使用するとともに、施工中は切土・盛土法面整形をＩ
ＣＴバックホウで行い出来形精度の向上を図るなど、着
工前から完成に至るまでの工事全体でＩＣＴを活用して
います。
　３次元設計データ作成等のＩＣＴ関連業務はすべて社
内の「i-Conプロジェクトチーム」が担当しているため、
現場サイドで苦労する場面はほとんどなく、プロジェク
トチームとの連携、コミュニケーションもスムーズで作
業の効率化が図られています。ＩＣＴの活用は職員だけ
ではなく重機運転手や作業員の負担軽減となるため、残

業時間の削減や週休２日制の取り組みにもつながってい
ます。
　９月には地元中学生を招き、ＩＣＴ施工を体験する現
場見学会を開催し、i-Constructionの推進と将来の担い
手確保に向け、積極的にＰＲしています。
　「i-Conプロジェクトチーム」は女性にも働きやすい
環境づくりが整っており、現在も３人の女性技術員が活
躍しています。今後もＩＣＴを最大限に使用し、現場管
理の業務全体の効率アップと働きやすい環境づくりを構
築していきたいと考えています。

複雑な線形の作業イメージを３Ｄで共有
現場代理人　樽見　真人氏

現場は８本の線形が混在する

複雑な線形を３Ｄモデル化

　本工事は、北海道横断自動車道のうち、陸別ＩＣ（仮
称）の北見側ランプ．㎞までの区間の道路土工、ボッ
クスカルバート工、パイプカルバート工を主とする道路
改良工事です。現場は急峻（きゅうしゅん）な地形で、パ
イプカルバート工周辺の路体盛土と前後の切土があり、
切土区間と盛土区間が交互に連続しています。さらに道
路本線とＥ２、Ｂ、Ｃの各ランプなど計８本の線形が複
雑に混在する設計条件にあります。
　このため工事では３Ｄモデル化による設計・施工・出
来形管理の一元化を図りました。３Ｄモデル化により着
手前の完成イメージを共有化できたことで、仮設計画や
計画工程の立案がスムーズに進み、フロントローディン

グが図られました。また数量算出や出来形書類の簡素化
につながり、働き方改革にも効果が出ています。
　さらに施工では３ＤＭＣ（マシンコントロール）バ
ックホウや３Ｄ―ＭＣブルドーザを使用し、ＧＮＳＳ
（全球測位衛星システム）を活用した締固め管理を行い
ました。起工測量や丁張り設置が難しい地形のため、Ｉ
ＣＴ施工により無丁張り・無人で重機単独での作業が実
現し、工期短縮と安全性向上を図ることができました。
　ＩＣＴ建機はまだまだ高価なため、発注者の支援なし
では普及に時間がかかることは否めませんが、若手技術
者の確保・育成に要する費用と比較するとそれほど高価
なものとは思いません。当現場でもＷｅｂカメラによる
遠隔臨場に挑戦しますが、今後もＩＣＴ施工の普及に向
け新技術へのチャレンジを続けていきたいと思います。

若手女性技術者を現場代理人に配置

現場代理人の蓮見篤美氏㊧と
監理技術者の梁島千裕氏

河道掘削

３次元ソフトを活用しての照査

　本工事は、大詰めを迎える「鬼怒川緊急対策プロジェ
クト」の中で、洪水に起因する堆積土砂撤去を目的とし
た河道掘削と、掘削した土砂を３種混合にて改良施工し、
他の盛土工事への土砂供給を行うものです。茨城県八千
代町において、高崎地区で約，㎥、坪井地区で約，
㎥の土砂を掘削します。
　ＩＣＴの活用は、ＵＡＶを用いた３次元起工測量結果
をもとに掘削形状を考案し、３次元設計データを作成の
うえ、ＭＣ（マシンコントロール）バックホウに搭載し
て河道掘削しています。河道掘削の特性上、出来形計測
時に測定箇所が水中になる可能性もあり、出来形管理は
「施工履歴データを用いた出来形管理要領」を適用しま
す。
　また、盛土材供給のために行う土砂改良においても積
極的にＩＣＴ施工を行うこととし、３種混合の母材基盤
整地にＭＣブルドーザ・バックホウを用い、土砂改良用
建設機械にもＭＧ（マシンガイダンス）および施工履歴
データによる確認機能を適用して精度を高めた確実な施
工を行っています。
　点群処理等を行うソフトは３次元施工以外でも使用し
ており、光波測距儀で取得したデータの３次元化や日々
取得点群を計測して出来高管理としています。
　上流工区・下流工区に施工現場が分かれ、往復が容易
でない現場条件の中では、丁張レスとなるＭＣ・ＭＧ技
術が非常に有効です。オペレータへの説明の際にも、遠
隔臨場装置との併用により、現場でリアルタイムにデー
タを前にして説明を行うことができるため、各個人の現
場への理解も深まっています。
　当現場の特性上、当初測量成果から何度も仮想３次元

設計データを作成
し、協議・提案を行
いながら方向性を決
定していく形となっ
ているため、データ
の作成や点群処理ソ
フトの活用はこれま
で施工してきたi-Co
n活用現場と比較し
ても頻度が非常に高
くなっています。
　メイン施工内容の
大部分をＩＣＴ・i-C
on技術の使用にて
行うことから、担い
手育成にはもってこ
いの現場と捉え、契
約時の配置におい
て、役職未経験の若
手女性技術者を現場
代理人に配置しまし
た。その一方で、Ｉ
ＣＴ等の経験が無い
年配の技術者を担当技術者として配置しています。
　若手女性技術者からは、「データを見れば視覚上での
理解がしやすいことから、図面を見ているよりも分かり
やすい」と報告を受けています。

監理技術者の服部良一氏㊧と
現場代理人の真仁田将氏

出来高情報から計画的休暇取得に
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　本工事は、関東地方整備局利根川上流河川事務所が、
堆積土砂に起因した氾濫危険性解消を目的に、利根川左
岸．㎞地点の群馬県伊勢崎市柴町五料橋付近に堆積
した土砂の掘削を行うものです。工事概要は、河道掘削
延長ｍ、河道掘削工，㎥、仮設工一式です。
　ＩＣＴ活用は、主たる工種の河道掘削において、３次
元設計データを入力したＩＣＴ建設機械（マシンコント
ロールバックホウ）３台を稼働させ、建機オペレーター
の熟練度に影響されない正確な仕上がり精度により、設
計掘削底面を乱すことのない効率的な作業を行っていま
す。
　従来の掘削方法では、建機オペレーターと補助作業者
に対して仕上がり面を示す丁張りを設置する必要があり
ますが、ＩＣＴ建機を用いることで丁張りと補助作業者
が不要となり、省力化と安全性の向上が図れます。また、

ＩＣＴ建機から施工履歴データを取り出し、日々の出来
高進捗情報を正確に把握して工程管理することで、現場
従事者の計画的な休暇取得に役立ちます。起工測量から
ＩＣＴ建機施工を経て電子納品に至る所要期間は、当社
の直近４工事のデータで平均％の期間短縮を果たして
います。
　当社では、現在９件の工事がＩＣＴ施工を実施中で、
私（現場代理人）はＩＣＴ施工が２度目の経験になりま
す。以前の工事では３次元設計データの作成を外注して
いましたが、今回の工事では自分自身で行いました。そ
れにより、設計内容の変更があった場合も素早い対応が
できたほか、外注コストの削減も図れました。今後も積
極的にＩＣＴ施工に取り組み、品質と生産性の向上に努
めていきたいと考えています。

ＩＣＴ施工で重機作業の安全性向上
現場代理人　板川　祐治氏

マシンガイダンスバックホウを使用した掘削工

３次元設計データ

　本工事は、新千歳空港から主要観光地であるニセコエ
リアへの速達性の向上などを目的に整備が進む倶知安余
市道路の一環で、共和～余市間の仁木町内で掘削工，
㎥、盛土工，㎥、サンドマット工，㎥を施工し
ています。
　当社では数年前から積極的にi-Constructionに取り組
み、３Ｄレーザースキャナーを導入して３Ｄ起工測量か
ら３Ｄ設計データの作成、発注者への３Ｄデータの納品
をすべて自社で行っています。
　今回の工事でも掘削工で３Ｄデータを活用し、マシン
ガイダンスバックホウを使用したＩＣＴ施工を行ってい

ます。丁張り設置作業が省略できるため重機周辺で作業
する手元作業員がいなくなり、重機と作業員の接触事故
の危険性を排除するなど安全性が向上しました。
　３Ｄモデル化することで対象物をさまざまな角度から
確認できるため、現場従事者や発注者とのイメージの共
有化がスムーズになり現場運営も円滑に行えます。また
数量の算出も容易に行えるため業務の効率化につなが
り、働き方改革の面でも効果を発揮しています。
　現場ではi-Constructionの推進に向け、発注者の小樽
開発建設部と連携して現場見学会や説明会を積極的に開
催しています。

加速する建設産業の情報化施工
働き方改革、人材確保へ
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